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序

　前回，即ち「東京家政大学紀要第31集」において，教

養課程等における音読指導について書いたが，そのとき

は，主に文強勢とイントネーションについて，指導上留

意すべき点を述べた．

　そもそも，あることについて言うとき，そのことばか

りが大切で，ほかはそれ程でもないように言ってしまう

ことがあるようだが，英語の発音指導に当って，あるい

は，単音（音素）の指導に偏して，いわゆる「かぶせ音

素」について意を用いないとか，あるいはその反対に，

例えばイントネーションが正しければ単音は不完全でも

いいというのは，勿論一面において正しいが，度を越え

てはならないことであると思う．あるいは，いわゆる教

養英語の指導上，発音指導そのものを軽視して，講読に，

あるいは作文指導に重点を置き過ぎるのも好ましいこと

ではないこと無論である。

　われわれは日本語を母国語としている．指導の対象は

日本人学生で，普通に中学校以来6年間の英語教育をう

けて来ていて，いつも共通日本語（これを標準日本語と

呼んでも差支ない）を話し，あるいは，話そうと思えば

いつでも話せる人びとである。大韓民国や中華民国から

の留学生が僅か含まれるが，私がその人びとの母国語を

知らないことは残念であり，私のマイナス点である．英

語の音（単音一母音・子音）の指導に当っては，常に日

本語と比較するように心掛けなければいけないと思う．

私も日本語や日本語音声学の勉強不足を痛感している．

なお，英語については，概ね標準とされる英米それぞれ

の音を対象とするが，どの音が標準英音で，どれが標準

米音かということになると，むずかしい理屈になると思

う．その辺は専門家に委せて，以下，単音（当面は母音

のみ）の指導技術に徹したい．

1．1　母音入門指導

　もとより教養課程における発音指導は，できるだけ講

読（あるいは作文）の授業の中でそれとなく（というの

も大げさかも知れぬが）行われるべきである．特に単音，

それもとりわけ母音の指導は，中学の（英語そのものの）

入門期に徹底していなければ困る道理である．その意味

では，母音再入門とするのがよかったかも知れない．入

門があって再入門があって，その中程は文法と訳読の練

習に明け暮れてよろしいのである．この点にっいて「後

記」をご覧願いたい．

1．2　日英の母音概略指導

教養部

　以上述べたところに徹するならば，英語の母音は幾っ

あるかなどは，いらざることになってしまうし，「基本

母音（Cardinal　Vowels）」（ダニエル・ジョウンズ

氏考案）を示すことも禅られるわけであるが，英語の母

音の数は多いのだぞ，アイウエオで済ませているわれら

日本人にはその習得は難事であるぞと思い知ってもらい

たいし，もう大学生になったのだから，多少ともまとま

った指導をしてもいいかも知れないし…と考えて，次の

図を，今井邦彦氏（1989）から借りて示す．但し，教師

の心構えとでもいうべきもので，特に〔3：〕，〔D〕は

示すべきでないかも知れない．但し〔U〕は臨機に示し

ていいと思う．重ねていうが，系統立てて英語の発音を

教えることは，本旨ではない．

　この図に対しても一向に理解も興味も示さない向きに
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第1図
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対しては，私は次のような日本語音のみの極く大ざっぱ

な図を示して，「アエイオウ」と言って聴かせている．．

つまり，原則としては舌の位置によって音は変るものだ

という初歩的事実を思い知らせるわけである．だから口

は大きくあけて，不自然でもまた不正確でも何でも，少

くとも第1図の中の日本語音を出して聴かせるわけだが，

学生は不思議に納得するものである．その納得の上に第

2図を示せばわかりがいい．通常「日本語の母音三角形」

と呼ばれるものである．発音教授の主眼点は口の形に置

き，舌の位置は従となる．　　　　　　　　　　　・

イ

ア

第2図

ウ

　片仮名表記についてはむしろ問題はあるまいが，発音

記号を用いることには抵抗もあろう．今日の高校卒業者

は，当然発音記号を知らないはずである．発音記号など

知らなくても，英語が発音できる，あるいは，新しい単

語に出会っても即座に読める（発音できる）だけの術を

（それは，フォニックなどというものを含めて考えても

いい）備えているならまことに結構である．発音記号に

ついては，後に再び触れなければなるまいが，私は，こ

の段階で〔1〕や〔u〕を含む精密表記に学生の注意を

ひいておいていいと思う．但し，厳密に過ぎることは避

けなければならない．やはり大切なことは，ネーティブ

あるいはニア・ネーティブあるいはノン・ネーティブに

しても，の発音を耳から聴かせることである．

　以上で，英語にはこんな母音もあるのだ，いや，あっ

たのだが，中学以来，あまり注意をはらってこなかった

ので，今十分に発音できないから，この機会，っまり，

教養課程2年の間にやり直さなければいけないのだとい

う自覚を促すことである．

3．1母音各論

　以上で，母音再入門のきっかけが与えられたとして，

以下とりあえず11個の単母音の指導上，必要と思われる

注意事項をあげてみたい．今井邦彦・五十嵐新次郎・安

藤賢一・竹蓋幸生各氏の理論に加えて，私の実践上の教

訓から，今すぐにでも役立つものをと念願した．発音術

あるいは発音指導技術と呼びたいゆえんである．また

from　my　memosであるゆえんである．

3．2　〔田〕の指導

　以下は順不同というのが正しいと思うが，学生にとっ

て苦手であるところの，この〔ee〕を最初にあげたい．

　指導上幾っかの特色がある，即ち（1）極く普通の音であ

り，中学校で習得したはずでありながら，いっの間にか

忘れられてしまう．（2）発音記号はおぼえている，しかも

よく発音できない．（3｝短母音といわれながら幾分長い．

（4旧本語のある方言に着目すると学び易い．⑤英米差に

幾分注目すべき語がある．次にそれぞれについて解説す

る．

　（1）入門期に習う語，即ちhandでもcapでも〔ee〕

を含んでいる．しかも，ハンド，キャップというカタカ

ナ言葉から推して〔ee〕を忘れる．　Catはキャットで

〔ae〕の意識なく，全く日本式になり，僅かに〔t〕で

英語式になる類である．面倒だからアで代用するのか，

あるいはこの音が何かおかしな音と感じることはないか，

〔ae〕と言ってすぐ自分で驚いて，口をおさえてまわり

を見まわす動作（故五十嵐新次郎氏），「少しもはずかし

い音ではありません，英語の標準音にある音ですよ」

（故松本亨氏）が，私の記憶にある．勿論bat－but

や，some＿Sam　＿sumなどの練習は大切である．

　②　　〔ee〕という記号は，どういうわけか，記憶に残
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るという学生が多いようである．そこで，ついでにチと

いう記号を見せて，この二個の記号を，時に応じて板書

して，幾分の効果を期待している．但し，記号だけおぼ

えて実地ができないのは，関係代名詞という文法用語を

おぼえていて，　「昨日買った本」が言えないというのに

等しい．予については，項を改めて述べる．

　（3）長い短母音といえばおかしいが，これがうまく言

えなくて，正に単母音で言ったとしても，通じないとい

う程のことはない，っまり，示差的でないものの，英語

らしさまで慾張ると，大いに気になる点である．故関口

存男氏が「英語の〔ee〕はひどい．ヘァーと延ばしてお

いて，あ，いけない，短母音だったと息をのむ…」はす

ばらしい．

　（4）　「名古屋にはソーキャ（ケァ）一モがあるし…」

とはじめると効果的である．「ヒャークレルシミャーミ

エンシ」と表記すると判然としないが，2個の〔ee〕を

含むもののようである（「日は暮れるし目は見えんし」）．

但し，今出典が明らかでない．岸信介氏の発音（例：

「（その）際」　〔sae：〕」については，柴田武氏の分

析に細しい（1953）．岸氏とその令弟佐藤栄作氏の「（そ

んなことは政府としては）カンゲァーテネァー」は五十

嵐新次郎氏の分析であった．勿論，仮名表記は私の便宜

上のもので，　〔1〕a∋：〕であり〔n田：〕であろう．

　⑤　英米差は，指導上では，小異を捨てて大同に就く

べきことが原則である．〔ae〕について，例えばaskを

〔εesk〕というと米式で，　〔o：sk〕というと英式ぐ

らいは，心得ていていいであろう．しかし実際には〔α〕

よりも上になっても結構通じよう．高中の教科書の脚注

の一部のようにくわしいことは，あまり有益ではないと

思われる．

3．3　〔ee〕の指導補遺

　そもそも〔ee〕を言わせるのには，アの口をしてエと

言うとか，エの口をしてアと言う式が一般のようである．

私は昔からエアといって，自分では十分言えたと思って

きた．例えば書取りをするときに，新しいparagraph

を示すとき，ニュー・ペアラグラフというように言って

きかせたが，あるとき大西雅行氏は前述のような，っま

り「アの口形をして…」式を主張し，秋山和儀氏は〔ee〕

のフォルマントには〔ア〕のフォルマントも〔エ〕のフ

ォルマントも表れるとして，エアに非ず，チなりとして

枇忠告さ批．ここに鑛賢一氏の〔ア g工〕を加え

ておく（1984）．最近，島岡丘氏は「発音記号と仮名表記」

　（「英語教育」1991）で次のように述べている．「「ア」

か「エア」か，／ae／の記号が示されていても，Japan

の発音は多くの日本人は「ジャパン」のようになってし

まいがちである．原音に近づけるために発音記号と仮名

表記を併用して次のようにすると有力な発音獲得手段と

なる．Japan〔d3θ　P　de　n，ジュプエアン〕この仮名表

記は従来の『ジャパン』よりは原音にさらに近いように

思われる．Map，　bad，sadなどの発音記号は〔C＋ア〕

と示している場合が多いが（Cは子音），／ee／は二重母

音化することが少なくなく（Catsford，1986）〔エァ〕

の仮名表記は捨てがたい．」次に，今井邦彦氏（1980）

から引く．「aeの変種としては〔εθ〕も英米両語にあり，

この使用も〔α〕，〔A〕，〔e〕との区別をつけるために

すすめられてよかろう．」

　話は古くなるが，私がはじめてテープレコーダーとい

うものをいじったのは，もう40数年も前のことで，最初

ゐものはNECの製品であった．確か，再生も巻戻しも

同スピードといった不便なものであったと思う．しかも

シングル・トラックであった．しかしシングル・トラッ

クのお蔭でアカサカの反対回しがアカサカと聞こえるな

ど，またカ＝kaを瞬時に悟らせて，ローマ字入門に有

益であった．スピード調節のできるものが出現したとき，

ae≒エアで何とかなると教えることができた．

　〔ee〕を言うには「余程思い切って舌を前に出すっも

りでないと成功しない」　（今井邦彦氏，1989．今後（今）

とする）今井氏に従えば，イギリスにもアメリカにも

〔ee〕を使わない方言があって，イギリスではこうした

方言の矯正には羊の鳴き声をまねさせるという．私は先

頃ロンドンへ行ったが，行く前に学生の〔ee〕を矯正す

ることがあり，イギリスの羊は〔b　ee：〕と鳴くそうだ

が，よく聴いて来ようと約束して（「毎日ウィークリー」

のある号にもそんなことを書いた）ものの，結局は，羊

の姿を遠くから眺めるだけで，約束は果せなかった．今

井氏は「ヤーイ」　（〔jae：i））や「流石あ」

（〔S・ee：surga∋：〕）などプレイ・サウンドを利用するとい

　　　　o
う．私は友人0の「馬鹿あ」　（〔bee：kae〕）を伝え

ながら，心中では，日本の空の護りに殉じた0中尉の霊

に祈りを捧げている．〔ee〕の指導にっいても，われわ

れ日本人教師の間にもさまざまの指導法があると思う．

例えば，ほほえむが如く云々というひともあるが，一言

でずばりと好結果が得られるものはあるまいか．大学の
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教養課程にはいって来ても〔bak〕で押し通して，決し

て〔baek〕を発音しない学生は，将来もこれで行くの

であろうか．通じればいい（前述のように英米共に〔a〕

は方言）というものの，語によっては，変な連想を呼ぶ

ものもあろうし，教養2年間のうちに矯正しておきたい

音の最たるものである．しかし，高校3年生を相手にし

て〔ze〕の練習ばかり（ネーティブ・スピーカーが教え

る場合は，幾分割引くとして）はよくない．余程上手に

やらないといけない．高校生にはやらなければならない

ことが山程ある．教養英語の出番ではあるまいか．教養

課程ではなぜか発音指導がやりやすいのであるが，この

ことは前回（紀要31号）にも述べた．

4．　〔A〕の指導

　〔ee〕の次に〔A〕を考えてみたのは，順不同とはい

うものの，われわれが「ア」に一括して終う母音をまと

めようとするだけのことだが，実際に〔ム〕は「ア」に

よく似ている．第1図でも隣に並んでいる．Sunでも

comeでもgmでも，何のためらいもなく，サン，カム，

ガンで行けると思う．「…だから教室での筆者は，安心

して日本語のアを使え，ただし〔A〕ではアよりも口を

大きく開くこと，と指導している．」（今）私は，講読の

時間には，このようなことさえ言わぬ方がいいと思って

いる．ただ，範読に際しては幾分でも本場の発音に近ず

けようと，つまり「（1）口の開きがアよりも狭く，②やや

オの響きが入っている…」　（五十嵐氏，今後（五）と略

す）程度の心得はもっている．Busを「バス」よりも

「重い，曇った感じ」（五）で，あごを引いて言ってい

るのだが，いかがなものか．なお，私はsponge，

stomach　，　front，company，onion，Worryが出

現したときには，少々誇張して「ア」の流儀で言って聴

かせる．対応する通常の日本語では「オ」になっている

からである．どのような音環境のときo〔A〕かという

説明は格別複雑ではないものの，その説明を聴かせるよ

りも実演と矯正である．ここは学生の読みを訂正すべき

ところか，すべきでないところか．強調し過ぎると，

loveはいいにしてもLondonが日本語流「ランダン」

になってかえって遠くなる．例の「セサミー・ストリー

ト」でキャラクターA（アニメ）が〔frAnt〕と言う．

Bが〔frっnt〕か〔－D－〕位に言う．始めから終りま

でそれで行く．　〔frAnt〕も〔front〕も両方現れて，

この教育番組では要統一などと誰も言わぬらしい．文部

省検定教科書と違うところか，〔front〕に近くやって

いると，ある年の共通一次試験（当時）ではマイナス点

をとったであろう．

　ともかく，折に触れてmatch－　muchとかsome－

Sam－　sumとかを登場させて鍛えておくことは，教

養の講読においても大切な仕事であrる．あとは，あまり

凝らないことであろう．なお〔O〕については問題を残

すかも知れないが，あとに譲る．

5．1　〔α：〕の指導

　これもアの仲間として聞こえる音であるから，father

は「ファーザー」流で一応は差支ない．カタカナ表記と

しては，勿論のこと，問題はない．但し，英語の時間に

英語を発音する段になると，もっと口を大きくあけて，

と頻繁に注意しなくてはならなくなる．私の自己流は，

（1）もっと大きく，パクンとあけて，②指が縦に3本はい

るぐらいにという2点である．今井氏は「『耳鼻科医に

のどを見てもらう時の声を出せ』と指示しているが，こ

れはなかなか効果がある．」（今）という．私は今，栄養

学科1Aのクラスで，　James　Kirkup，　Hearn　in

My　Heart（桐原書店，1985）を使っているが，この

本のタイトルに言及するとき（日本語の談話の中で），

Hearnとheartとを際立たせて言うように努力してい

る，範読においては，勿論，十分それらしく発音し，随

伴テープの声を聴かせるに当っても，時折は注意を喚起

するのだが，さて個人々々の音読練習となると，ハーン・

イン・マイ・ハートという，それこそ，英語としては

全く迫力のない，影の薄い発音となって，到底ネーティ

ブにはわかってもらえないようなものになる．甚しい場

合はこのすっきりしているはずのミニマル・ペアーに数

分を割かなければならなくなるが，やさしいテキストと

はいえ，1年間に亘ってこればかりやっていては，かえ

って有害かと思って，慎しんでいる．教えなければなら

ないことが多過ぎるからである。

5．2　〔α：〕雑感

　前章で我流の〔α：〕指導法と，特に現況について述

べたが，再三述べる通り，音声学教授というような場合

はともかく，今の場合は一応これでいけると思う．以下

は滅多に教室には持ち込まない事項だから，　「雑感」と

してみよう．

　（1）Pass，after，bathなどを〔ee〕で習って来た
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学生もいるはずだが，一向に聞こえてこない．そういえ

ば〔α：〕も聞こえてこない．英米差については，小異

を捨てる立場から，〔ae〕でも〔α：〕でもいいし，差

程気にしないのが原則だから，また，日本語流の「パー

ス」でいけたらそれでもいい．Danceは教室では

〔dαms〕なのか〔da…ms〕なのか，　「ダンス」ではいけな

いか．Dunce〔dAns〕と混線することはどの程度ある

のか．　〔dα：ns〕とわざわざやって「歯が浮く」（五）

のでは困る．日本語流といえるところあたりが適当では

ないか（江本進氏）．アメリカ人かイギリス人，特にイギ

リスの上流社会の人びとをキザといって笑うとき，これ

を材料にすることがあるようだが，そこまではおつき合

いできない．

　さて，当大学は先頃オーストラリアのNewcastleか

ら3人のお嬢さんを迎えた（留学生）．3人は「nja：

kα：sl〕，せめて「カースル」ぐらいを期待していて，

〔k～ee　sl〕はどうやらお呼びでない発音のようだった．

日本ではアメリカ音が，多くの場合，優勢であることの

一・痰ﾅあるかも知れない．本場から来たお嬢さんたちの

気分を損ねない程度に「ニュー・カースル」でありたか

った．但し，研究社英和大辞典は〔nj　uk　de　s＋〕を現地

（但しイングランド）の音としては伝えている。

　②　私は，少年の日の，学校の音楽の時間のアーエー

イーオーウが，何かはずかしくて困った．なぜあんなに

口を開くのか，なぜアエイオウなのか，アイウエオでは

いけないのか．しかしともかく〔α乙〕の練習には助け

になる．東は東，西は西，日本人はそんなに口を開かな

いそと思っていたら，長唄にも謡曲にも〔α：〕は出て

くると聞いて困った．両方とも音楽の時間の話だと思っ

て，平素は看過している．音楽といえば〔ee〕の項でい

うべきことであったが，〔ee〕は，ポピュラーソングは

別として，正式の歌曲では避けられるという．そのかわ

りに〔a〕や〔α〕がつかわれるという（以上今井氏・

五十嵐氏）．時には，今問題にしている〔α：〕も現れ

るであろう．何しろ音楽のことだから．私は小学校以来，

音楽（唱歌）は駄目だから，歌で発音指導はしないこと

にしているが，歌えたらどんなにいいだろうかと思う．

　（3）　〔α：r〕　（〔aa〕）の扱い　前述の使用教科

書のタイトルを言うとき〔hα：rt〕のように言う必要

があろうか．もしHearnを〔h3：n〕と言えばheart

は〔hα：t〕，Hearnを〔ha：n〕と言えばheartは

〔hα：rt〕と英米の半灰を合わせるか，私はきれいさ

っばり〔α：r〕をやめていいと思い，そのようにして

いる．大体が英米混濡である．

　（4）　〔α〕の扱い　〔α：〕には習熟しなければなら

ない．少しキザに聞こえても，口を開くのがしんどくて

も，勉強しなければならない．しかし，〔α〕は〔α：〕

が発音できれば，あとは何でもない．しかも，アメリカ

英語を目標とするときに言えればいい．Shop〔∫αp〕，

honest〔dnIst〕，　John〔d5Dn〕の類であって，英

音ならそれぞれ〔∫pp〕，〔6nist〕，〔d3Dn〕であろ

う．それならば，私の教室では，英音でいこうというこ

とになるか．テープからネーティブの〔∫αp〕が聞こえ

て来て，学生が〔∫っp〕とか〔∫pp〕と言う風景は普

通であっていい．テキストは英あり米ありであること勿

論である．

6．1　〔e〕の指導

　〔e〕は極く英語らしい音であろう．しかし，この音

は，前回（紀要第31集）において，「強いところはうん

と強く，弱いところはうんと弱く」発音すべきこと，そ

のように指導すべきことを述べたが，　〔e〕がそのこと

のうちに自然に会得できたら何よりである．曖昧性をお

のずから悟らせることが大事である．〔a〕を抜き出し

て発音して聴かせることは，あまり意味がないと思う．

〔e〕＝アに徹しても困ること無論である．

6．2　〔e〕雑感

　先ず発音記号を教え込むのは本意でないこと，これは

原則であるものの，　〔e〕も結構学生の頭に残る記号の

ように思える．「〔e〕の字を見ると虫唾（むしず）が

走るという音標文字恐怖症患者さえいるくらいです．」

（五）

　五十嵐氏が，「〔e〕はビールスのようなもので，例

えば人体の中では生きていますが，それを取り出すと死

んでしまいます」と，大要このように言われたことを思

い出すが，おもしろい讐えだと思う．そのあとで，氏は

〔θ〕を何度か発音して，　「暑い時分の犬が発する音で

す．」とっけ加えたものだ．何とも楽しい話である．

　ある友人がある予備校で教えているとき，生徒の一人

が「先生はmovementをムーヴメントとおっしゃいま

すが，正しくはムーヴムントではありませんか」という．

友人は「私はムーヴメントと言います」と言ってムーヴ

メントで押し通したという話．当時，ラジオの講座に黒

（17）
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田観氏が出演していて発音を教えていた．その中に

〔mQ：vment〕の類があって，この熱心な生徒のこの

質問となったのだろうと想像されて愉快であった．確か

にこれはウに近く聞こえる音である．一応mentはムン

トに近しと教えることにも意味はあるが，件の予備校生

の如く固いのもどうか．それにしても，友人も見事であ

　　　　　　ノる．ただしmove一をうんと強く一mentをうんと弱く，

メントに非ず，またムントに非ざるあたりを（記号など

使わずに）示せると尚よかった。　（以上祐本寿男氏）

　私の妹が女学校で英語を習っていた頃，「オー　ビュ

ータフル　ビュータフル」と朗読練習していたのを思い

出す．私自身が中学生の時分，ある友人は，先生の発音

には耳をかさず，todayをタデーとやっていた．先生は

発音記号を教えてくれなかったのを，熱心な友人は独習

し，しかも周囲にタデイの類をひろめていた．私が感染

しなかったのは，姉が当時英文科の学生だったせいらし

い．

　Gentlemanもgentlemenも，普通には〔－men〕

であることは，前述の黒田教授から学んだ．単数も複数

も同じに発音されるなどは当時の私には不思議に思えた

ものである．

　Beforeやbelowが出て来ると，時々〔o〕を使っ

て範読してみるが，あの予備校生のようなひとは出て来

ない．

　漫画などにs・priseとあると嬉しい．今は昔，同僚

に二世の女性がいた．「これMさんの傘？　いい傘持っ

てるのねえ．1’msurp’sed．」あの時分は日本全

体が貧乏であったに違いない．あんな傘であんなに驚い

たのだから．それからMさんはふだん持ち物などに気を

使わないひとと思われていたから．とにかく〔e〕は脱

落さえする．とはいうものの，surpriseを単語として，

はっきり発音してきかせようというときは〔sapraiz〕

にもなり得るであろうから，本来はこの使い分けも必要

といえようか．

　　〔e〕を知って〔e〕を使う，勿論それは結構である

けれども，実は知らない方がいい，あるいは，少なくと

も知らなくていいのではないか，教える側からすれば，

依らしむべしに近いかも知れない．Movementを一

ムントというならpossibleを一サブルとか一スブ

ルとかいうことになるかも知れないが，タデイやビュー

タフルと同様の問題であろう．要するにここは〔1〕に

近い〔e〕であろう．何よりアクセント教育，それも位

置より質である（紀要No．31）．以上は，思い出話を含め

た雑感であるが，何事も学習の過程では，あるときは変

に杓子定規で，段々とそれが崩れて丁度よくなるものだ

ということを痛感する．

7．1　〔1〕の指導

　発音記号を知らない，あるいは，それに十分の関心の

ない学生に〔1〕を教えることは，新しい記号が加って

面倒である．記号の数は少ない方がいい．第一，　〔i〕

ならば，学生は発音記号と感じないであろう．しかし

〔1〕を知らないと，そのために，いっまでたっても日

本語的，あるいは，一部通じない発音を背負い込んだま

ま世の中に出ることにならないか．

　〔1〕をはっきりと立てないで〔i〕で済ませる（簡

略表記）ことで，われわれは，「広軌にすべきを狭軌に

したほどの誤りを犯した」　（大西雅雄氏）とまでいわれ

ると，考えてしまう。鉄道に讐えることには問題もあろ

うけれども，ズバリ直言の効果はある．それやこれやで，

一応は〔1〕をつかうが，何よりも実演が大切であるこ

とは論を侯たない．

　自らの方言との関係をいうなら，東京方言かそれに近

い方言を話している学習者にとって，この音の修得はむ

ずかしいとされる．私自身の方言の中には〔1〕は存在

しないように思う。必ずしも常に示差的ではないが，I

eat　itと言ったつもりがI　eat　eatと聞こえるのは

困る．但し，これはフランス託りの英語についての話で

ある。　（今）

7．2　〔1〕の指導補遺

　私は随伴テープを聴かせた段階で，いくつかの単語を

拾い出して練習し，もし，shipでもあればsheepと較

べて練習し，身にしみて貰う．そのとき，大抵は「イと

エの間の音」といって済ませる．今井氏は「〔1〕の音

質を教えるのに，初学者に対して「イとエの間の音だ』

というのは，それほど的を得ていなくもない．しかしこ

の教え方は往々にして〔1〕を日本語のエにしてしまう

結果をもたらす．こうなるとbid〔bId〕とbed〔bed〕

との区別があやしくなる…」と言う．私はその辺の混乱

が起るくらいなら大したものだぐらいに済ませている．

　「小指の先を軽く噛みながら（このとき舌の先がひっ

込む）『イ』を短く発音するとこの音になる．」（安藤賢

一氏，1984，以後（安））は，すぐれた指導法である．

（18）



教養英語と発音指導

　東北方言等に似た音があることをいえば，東北出身者

は自信をもって〔1〕が言えるはずで，What　time

is　eat？にも似た東京流の欠点を指摘，また矯正でき

よう．

　〔ae〕にチがあるように〔1〕にi［一を考えたのは萩原

恭平氏という（出来成訓氏1991）．この点について後述

する．

7．3　〔1〕雑感

　確かに〔ae〕の指導には十分の力を注がなければなら

ないが，　〔1〕にはそれ程神経質になることもあるまい

というのは尤もだと思う．しかしdifficultを「ディー

フィカルト」式に言うのはどうもいただけない感じであ

る．竹村健一氏が「デリシャスではありませんよ，デリ

ーシャスですよ」というとき，日本語は長音にしないと

アクセントが現れないのかと考えさせられる．とにかく

〔dllf∫os〕を発音することは，竹村氏にとってもむず

かしいらしい．余談ながら，patternをパターンと書

く限り，英語の時間にも（sentence）patt6rnと言

う学生は絶えまい．私は昔ベルリーンという表記（映画

の字幕であった）に感心したことがある．但しこれは当

時一部に行われたベルリンに対するだけのことで，竹村

式かと思うがドイッ語の話になるかも知れない．

　私が学生の頃，栃木県出身の級友がいて，教室の一番

うしろにすわっていた．私は一番前にいた（座席指定）．

ある先生の時間，先生がその級友に対して何か言う．級

友は「ええ，ええ」と答える．先生はお説教だったか，

とにかくまた何か言う．級友は「ええ，ええ」で済ます．

ふと気がっくと，級友の「ええ」はどうも私の「ええ」

とは少し違う．後年の五十嵐氏の「いいってばさ」の

〔1：〕に近かったのだろうか．NHK朝のドラマ「お

しん」は〔o∫iN〕に近かったのだろうか．「カカ゜Vノ

アトトリニ　ウマレタモノノ　サダメダカモ　シンネー

ナ」が耳に残るが，アドドリだったかウマレダだったか，

専門家にきかなければなるまい．それにしても「シンネ

ーナ」のあたりは〔1〕　〔1：〕に近くなかったか．

　「〔1〕は，角のとれた，まるみのあるイです．イほ

ど鋭くないのです．イとエの間といってもよいでしょう．

イのときのように上下の歯を合わせることなく，すこし

すき間を作ります．それから，下顎を前へ出して（鞍鯨

（あんこう）ほどでなくても結構ですから）上歯と下歯

が揃うようにして，イと発音すると〔1〕がでます．い

わゆる東北弁のイは〔1〕によく似ています．東北の人

が，鉛筆をインピッといったときのイは〔1〕によく似

ています．下顎を心持ち前へ出して，上歯と下歯を揃え

ること，上歯と下歯の間を少し聞けることをお忘れなく，

〔1〕の練習をしていただきます」　（五）この引用の中

で「東北の人がインピッ云々」とあるのは，勿論，イと

エの中間の音をつかって言ったのだから，それをインピ

ッときいたのは，東京方言（あるいは共通語）を話す五

十嵐氏である．上野駅のラウドスピーカーからウイノが

流れているというのは，東京方言を話す人であろう．エ

を期待する人の耳へ〔1〕がきこえてくれば，その先の

イと聞いて終う（安井稔氏）．そこで今日も「ふるさとの

なまりなつかし」と感懐にふける人も，あの人混みの中

にはいることであろう．

　さきに（6．2），ビュータフルに言及したが，ビューチ

フルのように言って，しかも，チの母音を無声化する発

音とくらべると，言い方によってはビュータフルが優る

と思う．Hospitalを発音して〔＿PI．＿〕と言うのは，
　　　　　　　　　　　　　　　　o
私の学生には極く一般的である．しかし矯正するのはど

んなものか．範読に際して，ホスペタルというぐらいに

極端に言って，さらに，関西出身者のウツクシー

〔UltsuエkUI∫i：〕と東京方言中心のウツクシー〔Ults

tukUI∫i：〕（アクセント表示を略）とをくらべて，東京
o　　　o

等の出身者の注意を促したりするが，どうかするとウッ

クシー対キレイナという語彙論になって脱線が過ぎたと

反省する．ディーフィカルト（前述）と言ってしかもそ

の2番目の母音を無声化するくらいならデフクルト，正

しくは〔dffklt〕位でいい．あまり説明的になると，

これも脱線，余興化する．

　私の思い出の中に，故渡辺半二郎氏のピアリオデセテ

〔pieriodfsiti〕があるが，もはや私のtwentyは

常に〔tw6　nti（：）〕ぐらいである．岡寿吉氏の〔kAntrl〕

などを聞くと，昔なっかしい．なつかしくても，指導上

は言及できない．

　［一はチのようには効力をもたないのは当然であるが，

英文科の学生を指導するなどの際に，どうしても〔1〕

がわからないとか，無視する学生に対して注意をひくた

めにつかうならいいと思うが，／sは，明治の始めにヤ行

子音（工段）を表わすためにつかわれ（ほんの短期間）

た，あるいは考えられたと聞いたことがあるから，もし

混乱しそうなら避けなければならぬ．それにしても，萩

原恭平氏の創意工夫，そのアイディアにはいつもながら
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敬服する．

　なおテケツ（チケットに非ず）やステッカーは大いに

利用したい．

8．1　〔i：〕の指導

　〔i：〕にっいては格別の指導は要しない．むしろ7．

1以降の〔1〕をわからせるために，その対比として示

し，それによって〔1〕が会得できればいいとしたいが，

以下メモ的に多少述べておく．

8．2　〔i：〕の指導補遺

　前章で述べた通り，われわれは〔i：〕にこだわる必

要はない。五十嵐氏が「…日本語のピーと，英語のhe

〔hi：〕と比べてみますと，ピーの方は，ヒの発音に少

し軋（きし）んだ音が聞こえます．ということは，日本

語のイーは，舌の位置がかなり高く硬口蓋と交渉を持っ

ところまで上がっているともみられます．日本語のピー

の軋んだ音を音標文字では〔gi：〕と書きます．これ

に比べると英語のheには軋んだ音はなく，〔h〕＋

〔i：〕です．これは，英米人にheを発音してもらい，

自分のピーの発音を聞き比べればすぐ納得のいくことで

す．上歯と下歯の開きなども注意してよい点で，日本語

のイーは上歯下歯をしっかり噛み合わせて発音しますが，

〔i：〕の方は，いちおうの間隙を持っているようです。

要するに，英語の〔i：〕は日本語のイーほど鋭くない

ことを注意していただければよいと思います．」（五）と

言うとき，〔gi：〕と〔hi：〕を一部日本語のイ（イ

ー）と英語の〔i：〕との差の問題とする点は，注目し

ていいと思う．安藤氏は，　「（i：は）日本語の「イー」

とよく似ているが，唇はもっと左右に開き，舌も緊張す

る．」と言う．私はハ行イ段の子音を表すのにはいっも

〔g〕をつかってきた．五十嵐氏も別の個所で，「日本

語のハヘホの子音は同じ〔h〕です．ヒのときはイの影

響で舌の位置が非常に高く，硬口蓋に接近して軋み始め

ます．この軋みを〔9〕で表わし，日本語のヒを〔gi〕

と書きます．」（五）という．このあたり，日本語に〔g〕

が現れるのはイの影響というのは正しいであろうが，こ

れが英語になると，例えばhe〔hi：〕である．私は，　h

ですよ，のどから息を出して，という教え方をしている．

ある友人は，ドイッ語のichを常にイッシというが，江

戸っ子に共通の現象かと思われる．東京方言を話す人の

中でも，下町っ子とか江戸っ子とかいわれる人に「シト

がシかれて大変」や「シバチにシを入れとくれ」が聞か

れる．これを英語にもち込むことは，示差的でないにし

ても，賢明ではない．朗読に当って，江戸っ子になるこ

とを戒めたい．シーローはhe　roとあまりに遠い．東北

方言その他を話す人のhistoryの第1音節は，手本に

なる．Hueにおいては〔hju：〕と共に〔gju：〕も

認められるようであるが，これは〔h〕の方に脱線した．

常にhit－heatのような練習を行い，　〔1〕を十分認識

し，練習させ，東京方言話者に注意を促しておきたいも

のである。

9．1　〔u〕の指導

　ここでも精密表記を一応つかうものの，7．1以降の問

題と同様である．〔u〕を示すか否かは，人を見て法を

説く類でよろしかろう．

　Woodやwould，あるいはwolfのような語を，ウッ

ド，ウルフと発音することは，日本人学生にとって一般

である．これについてあまり〔u〕を強調して教え込む

ことは避けて，英言吾らしさのためには，ということで自

覚させなければなるまい。

　しかし，助け舟として，「唇をまるめ，口笛を吹くと

きの口の形で『ウ』と発音する．後舌面は〔u：〕の場

合ほど高くない．隣接音との関係で，　〔U〕が『ウ』よ

りも『オ』に近く聞こえることがある．」（安）但し，こ

こで〔U〕とあるのは今〔U〕と示しているものである．

　「〔u〕の正しい音価を会得するためには，pull，

fullなどの語をまず「練習台」として用いることがよ

い．Pやfの唇音であることと1の暗さが助けになって

いるためと思われる」（今）の中の「暗い1」に関する

部分をありがたく借用したい．

　なお舌を硬くしないようにまた唇をまるめ過ぎないよ

うにという注意は大切である．

9．2　〔u〕の指導補遺・雑感

　私がかってアメリカに留学したとき（1959－60），当

時の「フルブライト委員会」のきもいりで，出発前に米

婦人による英語の特訓を受けたが，putという語の発音

が最も下手なのが私ということになり，大いに弱ったこ

とがある．つまり，日本語のプットに近く言ったのでは

円唇不十分と思い，一生懸命に円唇を心掛けた結果が

〔U：〕の場合のようになってまるめ過ぎていたのであ

ろう．同席した数人の中には，大分プットに近いひとも
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いたと思うが，片や〔U：〕の場合に近い行き過ぎであ

れば，片やプットに近くても，先生（米婦人）としては，

そのひとに軍配をあげざるを得なかったであろう．この

ことについては，　〔U：〕の項で考えてみたい．しかし，

「〔u〕は通常『軽い円唇性を持っ』として記述されて

おり，これはこれとして正しいのだが，唇の丸めという

ものにほとんど縁のない日本語を母国語とする学習者に

とっては，かなり意識的に強く唇の丸めを加える必要が

ある」　（今）を読むと，あの30何年も前の横浜のあの特

訓クラスの私の困惑も大方にわかっていただけるかも知

れないと思っている．

　ある友人（故人，宗教学者であった）が，50歳ぐらい

ではじめて英米に留学した．帰って来て，私に，「連中

のwouldの発音はおかしいね，ウッドじゃないね」と言

った。この友人は，発音など一向気にしないで，英語を

話し，また読み書いたが，留学してからは，大分気を遣

うようになった．とにかく，would〔wud〕を自ら会得

したということ，それが中年に達してネーティブに囲れ

て始めて会得したということ，それは大いに興味のある

出来事ではあるまいか．

　「渡辺先生はbookをボックというそうですね．また

whoをホーというそうですね」といわれた故渡辺半次郎

氏の発音はまことに見事であった．渡辺先生の発音に部

屋の空気がビリビリとふるえた，と言ったのは大村喜吉

氏である．

10．1　〔u：〕

　〔u：〕については，格別の指導は不要と思う．

Shoes，　grOUPはシューズ，グループに円唇を加えれ

ばいい．後者においては，勿論のことながら，指導の焦

点は〔r〕，さらに〔gr〕，〔tr〕という子音群に集る．

10．2　〔u：〕雑感

　既に指導は不要と述べたが，それは概ね日本語流でい

いということである．さきに，少年の日の唱歌の時間の

アエィオウーについて述べた（5．2）が，どういうもの

か，その時のウは〔ur〕でなく　〔u〕でなく，　〔u：〕

であったかも知れない．随分と口をとがらしたおぼえが

ある．五十嵐氏も「音階練習のときのウーがだいたい

〔U：〕だと思っていただいてよい」という．今井氏は

「口笛が出るくらい」口先を強めるようにと教えるとい

う．さらに「これは今までのところ決して行きすぎの効

果は生み出してはいない」という．私がput〔put〕を

言うべく唇を丸め過ぎたとき〔U〕になっていたであろ

う（9．2）．それらはネーティブにとってそのように違う

音なのであろう。

　前述の渡辺（半）先生の例のように，一般の日本人学

生にとって奇異であるぐらい違わないといけないのであ

ろう．「whoと風（ふう）との違いにご注意ください一

もっともこれは母音だけの違いではありませんが」（五）．

　〔ju：〕対〔u：〕は，通常，英対米であるようだか

ら，気をつけるに越したことはないと思うが，例の小異

を捨てて大同に就く立場からすれば，考えなくてもいい

のではないか．しかしblueを〔blju：〕は避けた方が

いいと思う．Screwも〔skru：〕がいいのは当然であ

るが，日本語のスクリューが邪魔をする．たのあたりで

も，むしろ子音群の発音こそが大切である．

　母国語あるいはその方言を大いに活用したいのである

が「関西（大阪を中心とした）のウーは〔U：〕に非常

によく似ています」という観察については，私自身は十

分心得ていない．　「関西のウーを，口笛を吹くときのよ

うな口の形で発音すれば〔U：〕とほとんど変らない音

になります．〔U：〕は東京のウーに比べてもっと深く

一ということは舌の位置が違うことですが一唇のまるみ

が狭いのです．」（五）という観察の通りであれば，〔U：〕

は関西弁話者にとって習得しやすい竜であろう．これか

ら勉強したいと思っている．只今のところ，私のメモに

はない．

　　〔u：〕に舌の緊張が伴うことは，教える者として，

範読に際して十分示すべきであるけれども，上に述べた

事柄を実行させるなかで，体得させられるのである．それ

にしても舌について教えることは，唇について教えるこ

とよりずっとむずかしい．

11．1　〔D〕

　われわれの年代のものは〔o〕で通して来た．〔i〕

と〔1〕ほどに気をつかうこともあるまいが，幾分の差

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　があるようだ．Holidayの英音は〔hbl　e　dl〕のよっ

　　　　　　　　　　　　ノに写される．米音では〔haledel〕．ミッションスクー

ルの1年生になった親戚の娘がハラデーとやって，私を

驚かせた，公立中学校へ行った私の発音はホリデーに近

かったから．字面はholidayで，ローマ字のhoはホで

ある．小異を捨てて大同にであるから，それでよさそう

であるが，日本人のモシモシ（電話のときの）を，英語
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の国の人が，丁度「ムシムシ」（〔mu＿」または〔mU－））

のように聞くという話（五）は，考えさせられるところ

である．それがわれわれの，何となく外に出ない，こも

ったような，不明瞭な発音のもとでもあるとしたら，避

けなければなるまい．

11．2　〔D〕の指導

　Hot，goneなどはホットやゴンと言われることが多

いであろうが，私の自己流は口に指を2本入れよ（3本

は〔α〕）という式であるが，いかがなものか．「指2

本に丸口」という式である．

　音楽の時間には，大分近くなるようである．五十嵐氏

の指導法に日く，「…〔α：〕から始めて，〔α：〕を

短く，唇を十分まるめて発音すれば，　〔O〕が出ます．」

即ち〔D〕が出る次第で，今井氏も大体同様のようであ

る．コーヒーのホットを英語に持ち込まない注意がいる．

11．3　〔D〕雑感

　英音〔n〕は米音〔α〕であるから，Godは米音

〔gαd〕であるが，ある友人は米人が，Let’s　pray

to　God．と言ったところ，「時間がない，もう帰る」

とやって，その米人を仰天させたという．Let’s　play

cards．と聞いたというのだから不思議である（故中桐

宣也氏）．もし米式を真似るならhot　dogはハットドッ

グが近いであろうか．ハットよりもさらに大口に，正に

指3本から始める必要がある．Onward　Christian

soldiers…という歌は屡々聞くが，オンワードぐらい

に覚えていた私の耳に，あの大戦のあとで日本にやって

来た米婦人のアンウァドに近い指導は驚きであった．洋

服屋さんは依然オンワードであろうか．さて，onを単

独のかたちで出されると日本人は一向にわからないとい

う例は多くないか．特に米音〔α（：）n〕はアンの如くア

ーンの如く，onは常にオンと思っているとまるでわか

らない．友人M氏（アメリカ人）のonを，別の友人Y

氏（ドイツ語専攻）がわからない．「カミサマワウエニ

イルカラ〔α：n〕ナンデスヨ．」　日本語の上手なかつ

親切なM氏もonをオンとは言えない．　Y氏は英語も上

手なのだがonをアーンとはまさかと思っている．そこ

はドイッ語の教師である．もしテキストにonを強形で

発音すべき個所が現れたら心掛けたい．英語は指2本，

米語は指3本というわけである．

12．1　〔o：〕とその指導など

　Lawやtalkなど頻出する語の発音にあまり無頓着は

困ると思うときは，五十嵐氏に従ってlaw対10w（a

law　studentとa　low　student）の対比に目を向

けさせている．舌の最高点はオよりうしろで低いが，そ

れより唇のまるみを〔O〕あるいは〔P〕以上に加える

ことで出せる。アメリカ英語では上述のIawやtalkで

は（aw，au，ou）〔α：〕に近くなる．今井氏もそのよ

うな指導をされるようだし，NHKラジオの東後勝明氏

のtalkはタークのように聞こえてよき模範だと思うが，

氏はロンドンで勉強中と聞いた（あるいは今は帰国され

たかも知れない）．それにしてはアメリカ流と思うがどう

であろうか．あるいはオーが私の頭にあるからであろう

か．

12．2　〔o：〕雑感

　雑誌（ニューズウィークだったか）に「そろそろ日本

のべ一スボール・シーズンがやって来る…」という記事

があり，　「またbow1やstorikeが聞かれる…」という

ようなことを述べていたが，日本の球審がボール！と叫

ぶと，正に〔boul〕と聞こえないか．「残念ながらボ

ール」といった顔付きや身振りを伴って，あれはあれで

粋（いき）に見えるから不思議である．Storikeにっい

ては，アメリカ人の耳に僅かでも母音が（〔t〕と〔r〕

の間に）聞こえるというのはおもしろい．あるいは日本

語を少々知っているひとのコメントかも知れない．私は

ここでstr一という子音連続にまで脱線したり，いっか

ラジオで聞いたメジャー・リーグのアンパイァ達の

〔straIk〕のヴァリエーションの数々を真似てみせ

（聞かせ）たりしている．しかし結局は子音連続と重母

音の重要性を説いて終りになる．とまれ日本野球が野球

であって（ベース）ボールでないなら，発音上または語

彙上，日本式でよろしいということになろう．

13．1　　　〔5：　〕

　〔3：〕は英音に現れるから，現在使用中のテキスト

のうち，安藤賢一氏編rTwen　ty　Tales　（成美堂1991）

の随伴テープから頻繁に聞こえてくるが，既述の〔e〕

は極く近い．唇を平らにしさえすれば似てくる．しかも，

高校時代に米音に親んで来た学生なら〔a：〕は得意の

はず（後述する）であるから，それでいい．教師の心覚
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えにとどめていい．英米混清の所以である。

13．2　〔3：〕の指導と雑感

　〔5：〕の指導にっいて「教室では，調音点にっいて

あまりやかましく言わず，唇を平らにすることを強調し

て教えている．唇の形さえ決まれば，調音点の方は模範

の音を聞くことにより比較的容易に会得されるようであ

る．なお，平唇そのものは誰にも出来るのだが，この音

を発音しようとする唇が普通の状態に戻ってしまう学習

者がいる．このような人々には『奥歯を接触させること』

という指示が効果がある」という今井氏の指導法に全く

賛成である．先ず唇の開き具合第一は，私の一貫する教

え方であること，極く平唇にしてよければ，例の「チー

ズ」を応用してもいいし，両手の指を使わせてもいい．

私は故寺西武夫氏のbirdを思い出す．氏の口はもとも

と横にぐっと開く感じであった．それがいよいよ「べ一

ド」の如く聞こえ，ある友人も「（寺西先生は）『べ一

ド』と言うね」と言った．私もしばらく真似をしていた

が，いつか米語流に〔ba：d〕とr＿colored　vowel

を使うようになり，ある時，同僚にアメリカ生れの二世

野崎夫人（正確には3歳の時ハワイに渡り同地で教育を

受け（ハワイ大学文学部卒），のち日本に帰り英語教師

となる）を得てその指導を受けるようになってから（実

はこのエッセーのレジメは，同夫人の校閲を経たもので

ある），全く反転母音をつかうに至った．前述の通り，

学生（特に女子学生は一何の根拠もないが一巧みである

ようだ）は黙っていても，　〔a吐：〕をやってくれる。た

だworldなどがやや下手だが，これはwが下手なのか

も知れない．いよいよ曖昧に言えばよく，それが楽のよ

うである．

後 記

　実はこのあと，私が平素，指導上重点を置くところの

重母音について書く予定であったが，紙幅も尽きようと

しているので，次回に譲りたい．単母音の中にも言い残

したものがあるし，また，子音こそインテリジビリティ

ーを決するものだともいわれること（例えば竹蓋幸生氏

（1990））も承知である．今回はとにかく講読の時間に

是非必要と思われる単母音の指導に関する私のメモ帳か

ら，　〔ee〕，　〔A〕，　〔α：〕，　〔e〕，　〔1〕の類に

関するものを拾って書きつけてみた．今井邦彦・五十嵐

新次郎・安藤賢一各氏の著書には特にお世話になった．

各氏とも一流の学者でありながら，有能な実際家である．

本稿は，もとより一般教養英語等において，例えば講読

の時間に指導するためのメモであるから，詳細な音声学

書とは程遠い，いわば発音術の書であることは前述の通

りである．

　発音記号は教えない方がいいのか．青木栄一氏（翻訳

者）や村田聖明氏などが発音記号を教えよと主張する．

島岡丘氏は仮名表記への試みを示す（1991）．私は最少限

の発音記号を教養課程で与えていいと思う．本稿に出し

たもの（一部〔D〕や〔3〕の類を除く）ぐらいは教え

込んでいいと思う．昔ハロルド・E・パーマー氏が，

　「アルファベットでさえ大変なのに」という批判にこた

えて「坂道をのぼれない人に手を貸すのは当然」という

．意味のことをいったという話を思い出す（大西雅雄氏）．

　いわゆるヒアリングの指導は勿論大切である．しかし

このペーパーで私がいうように，自らの発音を正しくし

て，相手にわかってもらう努力と共に，聴き取る力をも

養わなければならないことは無論である．この点，「ヒ

アリングの力をつけるには，やはり自分で発音できるよ

うにするのがかえって近道である．」（島岡丘氏1991）は

尤もである．ただ，聴いてわからない原因の最大のもの

は，語彙力の不足ではあるまいか，別の問題かも知れな

いけれども．

　テストについて一言すると，入試問題によく出題され

るのは，綴字と発音の問題である．例えば，country

とcountyとを並べてみせる類である．この種の発音問

題は中学・高校・大学と一貫して出題される。中学と大

学で，同じ語について試されたりすることもあるが，そ

れはそれでいい．綴り字と発音はいつまでもついて回る．

ただ実際の発音ができないのに点数だけは取れる式の問

題は，本当は困る．いわゆる英検には口頭（面接）試験

があるからまだいい．教養英語のクラスを小さくするほ

かない．専門課程に進んでからでも〔ee〕を大事にして

ほしい．就職試験に英語は出るか．出てもむずかしい英

語は出ないであろう．将来どんな具合にどんな英語とか

かわるのか．

　発音はいい方がいい．英語は通じればいい．しかし，

模糊とした発音は聴いてもらえない．30年前のアメリカ

留学のとき思ったことだが，仲間のペルー人のグランカ

ノンやテレビシオンが通じて，われわれのグランドキャ

ノンやテレビジョンはなぜ通じないのか．「日本人がも

っともっと大勢アメリカへ来るようになれば通じるでし
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よう．」と私は言ったものだ．今はそうなっていることだ

ろう．しかし〔grte　ndkj　de　njθ　n〕や〔t61ev13θn〕などと

やってとにかく聴いてもらわないことにははじまらない．

私は小松達也氏の英語が好きである．この同時通訳者の

発音の基礎十分なところ，その上にすべてが乗っている

ところ，正に模範である．静かな英語といった感じ，そ

れと模糊とは大違いである．教養2年間では，基礎を授

けなければならない．

　今年の夏，駿河台大学でポール・マッカーシー氏の日

本語習得の思い出話を聴いて感銘した．裏返して，われ

らが英語習得の模範にできる話である．つまり，文法・

翻訳式教授法で入門しても，最後に発音指導を受けて完

成できるのだという話である．さいわい日本の入門期

（中学校）の英語教育は日進月歩である．そうして大学

へ進むひとはふえている．マッカーシー氏の最後の仕上

げに似たことをしてあげられるのは，教養課程2年間で

はないか．発音術の指導は無駄ではあるまい．
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Summary

　In　my　last　paper，　Oral　reading　practice　in　general　culture　En81ish（Bu〃etin　No．31），　I　placed　much　em。

phasis　on　stress　and　intonation　or　poetical　features　as　essential　elements　in　developing　students，　oral　read－

ing　ability．　I　took　it　for　granted　that　all　of　my　students　had　come　to　my　kyδyδ　or　general　culture　English

classes　with　some　basic　knowledge　and　skills　of　English　pronunciation．　I　found，　however，　that　some　of

the　students　needed　more　practice　in　the　pronunciation　of　individual　English　sound　as　well　as　poetical

features．

　Ibegan　with　the　lae】sound，　as　the　sound　is　very　well－known　to　the　Japanese　students　together　with

its　queer　phonetic　symbo1，0nly　they　are　not　able　to　pronounce　the　sound　correctly．

　In　many　of　the　English　classes　in　Japanese　schools，　emphasis　has　mostly　been　placed　on　reading　ability，

rather　than　speaking　ability．　There　are　arguments　for　and　against　this．　The　grammar－translation　method

is　by　no　means　a　bad　or　harmful　method」t　is　a　good　method，　I　think，　though　not　ideal．　I　propose　two

conditions　that　should　be　attached　to　the　adoption　of　the　translation　method：（1）pronunciation　training

in　the　earlier　stage　Of　secondary　education，　and（2）brushing　it　up　in　the　college　kアδツδor　general　culture

level　classes．

　Ihave　been　taking　notes　or　memos　whenever　I　come　across　important　matters　concerning　English　pronun－

ciation．　I　have　written　this　paper　from　my　small　notebook．　Besides　my　memos，　I　also　have　quoted　from

the　three　books　I　always　have　on　my　side．　They　are：－

　Professor　Shinjir61garashi’s　Engtish－it　’s　vocal　exρre∬ion

　Professor　Kunihiko　Imai，s　Atarashii　ha∬δni．γoru　Eigo　hatsuon　shidδ

　Professor　Ken－ichi　And6’s　A　practica’course　in　En8〃Sh　phoneti（rs

（24）


